
住宅の防火・防災対策

京都市消防局 予防部 予防課

～ 令和７年度 ～



火災 とは …?

発生し若しくは拡大し、又は

により発生して の必要がある 現象であっ

て、これを消火するために 又はこれと同

程度の効果のあるものの利用を必要とするもの、又 は

人の意図に反して発生し若しくは拡大した 現象

人の意に反して 放火

消火 燃焼

消火施設

爆発



火災件数の推移
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火災件数は増加傾向
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267件

こんろ 25件

電気機器 27件 

たばこ 31件

その他 112件

放火 23件

原因別火災発生件数（令和６年）

コード 22件

暖房器具 16件 たき火 11件 
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放火火災 = 減少傾向

⇒ 放火防止の取組，防犯カメラの普及

たばこ火災 = 変化なし

 ⇒ 喫煙人口の減少，加熱式タバコの普及により，将来的には…

天ぷら鍋火災・こんろ火災 = 変化なし

⇒天ぷら鍋は Siセンサーの普及により減少傾向

⇒こんろ火災は近年増加傾向



火災原因第一位 たばこ 火災

「 」と「 」

令和６年のたばこ火災（３１件）は

火源落下 1６件 捨場不適 １５件

たばこ火災の原因 は …

捨場不適火源落下



たばこ 火災

布団，座布団などにたばこの火種が落下すること（ 寝たばこ ）

火源落下 とは …

燃焼の経過 は …

たばこが接触
煙が発生

（無炎燃焼）
炎を上げて燃焼

無炎燃焼で

大量の煙が発生



たばこ 火災

吸殻を投げ捨てたり，ゴミ箱，袋などに捨てること

捨場不適 とは …

燃焼の経過 は …

ゴミ箱に廃棄 煙が発生 炎を上げて燃焼

早ければ，

出火まで10分



火災原因第２位 電気機器 火災

電気機器火災の原因 は … 特にリチウムイオン電池

リチウムイオン電池を使う

普通ごみに出してはいけません！！





リチウムイオン電池の回収場所

資源物回収拠点

区役所・支所(14か所)、まち美化事務所（ごみ収集運搬

拠点6か所）、上京リサイクルステーションなど

移動式拠点回収 

学校や公園など、市民の身近な場所に
本市職員が出向いて資源物を回収 



リチウムイオン電池の回収場所

山科消防署１階エントランス内西京消防署１階エントランス内

※北消防署、上京消防署、左京消防署、下京消防署、右京消防署、伏見消防署にも設置





火災原因第３位 こんろ 火災

こんろ火災 は …

可燃物接触
⇒(例)布巾がストーブに接触し出火

着衣・着火
⇒(例) 調理中、着ている服に接触して出火

「焼死者が発生するおそれが大きい」

考え違いにより使用を誤る
⇒(例)電気ケトル等をこんろに置いて点火



コンロ火災の代表格 天ぷらなべ 火災

過熱防止装置 が効果的

天ぷらなべ火災の予防 には …

効果的な消火方法 は …

消火器 エアゾール式簡易消火具

意外と効果的なのは…

蓋をする

（窒息消火）



台所で注意すべきポイント は…？

防火対策・・・

コンロ上の調味料

コンロ上の布巾



こんろ 火災

予防策 は … 

➀使用中はその場を離れない。
➁グリル庫内は清掃する。
➂排気口付近には，可燃物を
置かない。

➀こんろ周囲に調味料を置か
ない。
➁ゆったりした衣類は着ない
➂防炎製品を使用する。

➀調理器具がガスこんろ用で
あるか確認する。
➁高齢者や子供が使用する際
は，周囲の者が目を配る。
➂取扱説明書をよく読む。



火災原因第４位 放火火災

放火火災 は…？

昭和51年から平成27年まで，

40年連続で火災発生原因の第1位

さらに …

令和元年，令和２年，令和３年も

火災発生原因の第1位

最近までずっと１位



放火火災の推移（時間帯別）（過去10年間）
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放火火災の多くは

夜間に発生
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夜間に放火防止を呼び掛けると…

放火火災は減少する

放火火災の推移（時間帯別）



放火による火災の予防（京都市火災予防条例第54条の13）

侵入を防止する

ための

措置を講じましょう。

その他，放火火災の防

止に必要な措置を

講じましょう。

（防炎品の使用など）

夜間に照明を点灯

するなどして

有効な明るさを

保ちましょう。

関係者以外が容易

に立ち入れる部分

に可燃物を存置

しない。

放火による火災を

抑制し，早期発見

するための機器を

設置しましょう。

放火防止に係る

地域における活動

に積極的に

参加しましょう。



火災原因第五位 コード（電気） 火災

「 」

と

「 」

コード（電気）火災のキーワード は …

トラッキング

短絡





コンセント差込口に溜まった湿気を帯びた埃

が発火する現象

トラッキング とは …

予防策 は …

トラッキング防止加工された
電気コードの仕様

コンセントを取り外して、

ほこりを拭く（清掃） が

効果的

コード（電気） 火災

トラッキング とは …



電気コードの被膜が破れ，中の芯線が接触

 して発火する現象

短絡 とは …

予防策 は …

・コードの上に，重い物を置かない

コード（電気） 火災

銅線（芯線）が接触

・コードを 折り曲げない

・コードを 扉に挟まない



火災原因第6位 暖房器具火災

「 」が多い

令和６年の暖房器具火災 １６件

暖房器具火災の原因 は …

電気ストーブ



暖房器具 火災

可燃物の接触（ 電気ストーブ，石油ストーブを問わず）

暖房器具火災の主な原因 とは …

主な原因 は …

布団が接触 カーテンが接触 洗濯物が接触

安心感がある

電気ストーブ

で多く発生



高齢者 の焼死者

“ 住宅火災 ” において “ 高齢者 ”

は 「弱者」



高齢者 の焼死者

住宅火災による高齢者の焼死者 を防止するためには…？

が重要

“ 住宅用火災警報器 ” の設置



防火対策・・・

高齢者に限らず …

が存在している

“ 家庭内 ” には 

潜在的な“ 火災危険 ”

ただし…

火災が発生した場合に人的被害が発生する危険性は，

高齢者世帯が圧倒的に高い



住宅用火災警報器の設置場所



住宅用火災警報器の奏功事例
災害区分 被害概要

無損事故

・ 寝たばこの火種が座布団に落下して出火
・ 座布団の一部を焼損
・ 住警器の鳴動音で目を覚まし，消火に成功
（住警器の作動がなければ，火災となった可能性）

発報事故

・ 緊通連動住警器が作動し，消防隊が出動
・ 調理中に鍋の火を失念し，鍋が過熱されて発煙
・ 緊通連動住警器からの通報により，早期発見   
（住警器の作動がなければ，火災となった可能性）

火災

・ 室内に充満した火災の煙を住警器が感知
・ 住警器の鳴動音に気付いた居住者が初期消火
（住警器の作動がなければ，焼死の可能性あり）



住宅用火災警報器の耐用年数

住宅用火災警報器 は…？

での交換が推奨されている

設置後， 10年 

10年が経過すると…

       ・ センサーの劣化による感知力の低下

・ 電池切れによる作動不良

が発生



防火対策の切り札・・・

住宅用火災警報器

設置・維持管理 により

助かる命があります！！！



地震対策

•感震ブレーカー

•家具転倒防止

•火災警報器、消火器の設置

•非常用持ち出し袋

•地域の防災訓練に参加
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感震ブレーカー



感震ブレーカーの種類
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最後に

高齢者のお住まいへの防火・防災

にご協力お願いします
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